
三

三

五

の

二

所

布

地

大

字

柏

旧
柏
郵
便
局
舎
の
更
に
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
正
面
に
、
通
水
記
〈

昭
和
四
年
十
一
月
竣
工
と
あ
り

、
台
石
に
吹
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
あ
る
。

通
水
記
念

三
三
四
所
在
地
大
字
大
見
口
（
平
田
）

部
落
入
口
左
側
に
、
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
石
切
で
（
巾
Ｃ
◆
六
九
、

高
Ｃ
・
四
三
、
厚
○
・
二
米
）
碑
表
面
に
、

平
田
上
水
道
記
念
昭
和
四
十
一
年
三
月
、
工
斑
九
十
五
万
八
千
円

也
、
本
管
二
、
七
六
○
米

裏
面
に
、
組
合
員
工
藤
一
男
外
六
名
寄
附
者
工
藤
久
志
外
八
名

の
銘
あ
り
。

三
三
五
所
在
地
大
字
上
差
尾
（
百
枝
）

部
落
内
（
岩
下
線
入
Ｕ
四
叉
路
右
側
に
、
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

水
道
記
念
碑
工
藤
唯
秋
外
十
二
名
、
昭
和
三
十
一
年
十
月
建
設
と
、
銘

あ
り
。堪

碓
玉
石
練
砧
の
円
刑
で
（
下
巾
一
・
六
、
ｔ
巾
一
・
○
、
高
一
・
一

米
）
台
石
（
巾
○
・
四
万
、
問
○
・
二
六
米
）
碑
は
（
巾
○
・
五
七
、

両
一
・
二
四
、
陣
○
・
一
三
米
）
自
然
石

三
四
米
）
の
卜
に
碑
石
香
己
◆
六
五
、
巾
○
・
三
、
厚
○
・
二
米
）

二
瀬
本
小
学
校
飲
用
水
道
工
事
記

発

趣

学

校

長

一

余

笂

円

後

藤

恒

一

命

百

四

拾

円

柏

村

補

助

村

長

甲

斐

今

朝

莪

委

員

一

金

拾

汽

円

後

藤

松

齢

令

山

村

卯

三

雲

金

拾

円

山

辺

末

嵯

〃

五

円

佐

藤

今

朝

熊

世

話

人

外

十

名

一

般

寄

附

一
、
水
源
池
一
畝
山
辺
鹿
八
外
数
十
名
の
記
名
が
あ
る
ｃ

脾
は
自
然
石
（
巾
○
・
八
○
、
高
一
？
五
○
、
厚
○
・
一
三
米
）
台
石

に
然
石
（
高
○
・
五
○
、
巾
○
・
九
五
米
）
某
礎
（
高
○
・
九
丘
、
巾
；

孟
○
米
の
円
形
の
玉
混
）

三
三
六
所
在
地
大
字
謁
見
原
（
山
下
）

町
道
右
側
に
、
ｆ
地
改
良
記
念
碑
が
建
立

さ
れ
て
あ
る
。

七
、
土
地
改
良

全

小

崎

義

実
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瀬
川
に
堰
堤
を
設
け
て
揚
水
し
、
畑
地
を
開
田
し
て
、
増
産
を
図
る
こ
と

に
し
た
。
組
合
員
は
、
町
役
場
の
設
計
援
助
を
う
け
て
、
こ
の
工
事
に
全

力
を
注
ぎ
、
着
工
後
、
二
年
余
に
し
て
、
事
業
を
完
遂
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
十
町
の
耕
地
の
内
、

水
利
の
便
が
悪
い
た

め
、
殆
ど
畑
作
経
営

で
あ
っ
た
が
、
昭
和

三
十
四
年
士
地
改
良

区
を
設
立
し
、
五
ヶ

山
下
地
区
は
、
約

台

座

銘

記

文

山
下
土
地
改
良
区

設
立
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
十
八
日

竣

工

〃

三

十

六

年

七

月

二

十

五

日

用
水
面
砿
四
町
七
反

水
路
総
延
長
八
八
三
米

総
工
事
蟹
七
、
○
七
一
千
円

内
長
期
借
入
金
四
、
九
九
○
千
円

組
合
長
本
田
清
隆

碑

文
生
産
米
価
六
十
砥
四
、
二
八
九
円

三

三

七

所

在

地

部
落
は
ず
れ
三
叉

路
に
、
農
業
構
造
改

善
事
業
竣
工
の
記
念

碑
（
磨
石
横
○
↓

七
六
、
高
○
・
五
五
、

厚
○
・
二
二
、
中
台

横
○
・
九
八
、
巾
○
・

六
五
、
厚
○
◆
三
二
米
に
巾
一
・
五
○
、
高
一
。
四
○
米
の
自
然
石
の
上

に
建
立
）
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

碑
石
自
然
石
（
高
さ
○
響
九
三
米
、
巾
○
・
八
米
、
台
石
二
段
高

○

・

四

三

、

上

巾

○

・

四

六

、

下

巾

○

・

七

五

米

）

基
礎
割
石
積
（
高
○
・
九
七
、
巾
一
・
四
○
米
）

石

工

矢

部

町

上

川

井

野

山

下

学

昭
和
四
十
一
年
建
之
と
銘
あ
る
。

外
役
員
十
一

大
字
柳
井
原
（
中
村
崔
）

蕊
, 、砂-罵興』､‘ ‐ '劣噌

守

『 画や 盤 ‘’ ,
， ・習傘 ，灘

｡■

…

名
の
銘
記
あ
り
。色

！
『

蝿
~
空
鰯
》

ｒ

ｌ

Ｂ

阜

日

甲

１
１
Ⅱ
１
４
１
１
１
１
１
１
型

133



台
石
左
側
に
、
蘇
陽
町
長
片
岡
正
行
、
企
画
課
長
佐
藤
幸
学
、
工

事
請
負
者
熊
本
ブ
ル
ド
ー
ザ
建
設
株
式
会
社
々
長
佐
藤
惟
宗
、
現
場

主
任
蓑
田
岩
見
、
共
同
施
行
者
代
表
井
上
宗
春

右

側

に

、

施

工

委

員

会

委

員

長

佐

藤

惠

、

委

員

斗

高

俊

治

、

佐
藤
幸
人
、
渡
辺
熊
彦
、
田
中
一
幸
、
森
下
輝
義
、
中
島
今
朝
滿

後
側
に
、
共
同
施
工
者
柳
井
原
・
春
田
義
治
外
二
十
一
名
の
住
所

氏
名
、
石
工
矢
部
町
下
市
吉
田
、
と
記
さ
れ
て
あ
る
。

金
四
、
四
○
六
千
円

碑

文

（
正
面
）
上
部
に
蘇
陽
町
農
業
構
造
改
善
事
業
、
中
央
に
水
田
基
盤
整

備
記
念
、
下
に
柳
井
原
水
田
基
盤
整
備
共
同
施
行
組
合
、
と
銘
あ
り
、
襲

面
に
、
昭
和
四
十
五
年
建
之
蘇
陽
町
長
片
岡
正
行
書
と
あ
り
、
台
石

の
正
面
に
、
柳
井
原
前
田
は
、
従
来
一
四
三
筆
二
六
七
枚
の
耕
作
不
便
な

耕
地
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
四
年
度
、
農
業
構
造
改
善
事
業
で
、
九
四

枚
に
整
備
し
、
併
せ
用
水
路
排
水
路
及
び
道
路
の
改
修
を
行
い
耕
作
の
便

を
図
っ
た
の
で
あ
り
、
所
要
経
費
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
工
事
前
水
田

面
繭
一
二
七
、
五
二
六
平
方
米
、
整
備
後
水
田
面
積
一
二
○
、
証
「
七
平

方
米
、
工
事
費
二
二
、
○
二
○
千
円
、
国
庫
補
助
金
二
、
○
一
五
千
円
、

県
費
補
助
四
、
四
○
六
千
円
、
町
補
助
金
二
、
二
○
三
千
円
、
地
元
負
担

高
一
。
○
、
巾
一
・

八
米
、
台
石
も
円
形

で
巾
○
・
八
、
厚
○
．

三
四
米
の
上
に
高

公
民
館
前
に
記
念

碑
が
建
立
さ
れ
て
あ

る
。
基
礎
円
形
に
て
、

碑

文

昭
和
三
十
八
年
度
蘇
陽
町
椛
山
地
区
非
補
助
土
地
改
良
事
業
と
し
て
、

機
械
ポ
ン
プ
揚
水
開
田
事
業
を
計
画
し
水
源
を
川
走
川
に
求
め
、
高
低

三

三

八

所

在

地

大

字

橘

（

椛

山

）

四
三
米
、
導
水
管
三
九
○
米
を
機
械
揚
水
す
。
受
益
面
積
一
六
’
六
反
『

当
時
玄
米
六
十
Ｋ
三
、
八
○
○
円
。

起
工
昭
和
三
十
八
年
十
月
二
十
一
日
、
竣
工
昭
和
三
十
九
年
六
月
十
七

日
、
総
事
業
費
一
、
八
三
○
万
円
、
総
工
事
費
一
、
七
五
二
万
円
、
雑
費

七
八
万
円
、
財
源
一
、
四
六
四
万
円
、
農
林
公
庫
融
資
三
六
六
万
円
、
地

元
負
担

改
良
組
合
長

工
事
請
負
者
機
械
一
式
福
岡
蔵
田
商
事
藤
川
巧
・
甲
斐
竹
房

町
会
議
員
渡
辺
定
光
・
有
働
利
男
、
農
協
長
渕
野
菫
、
椛
山
土
地

良
組
合
長
江
藤
一
正
外
二
十
四
名
の
銘
あ
り
。

●
一
一

五
、
巾
○
・
五
米
の
碑
で
あ
る
。
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Ⅱ
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』

卸

》

↑

■

ワ

ｐ

ｂ

ａ

Ｆ
が
凶

、
生
ｆ
こ

『
や
一

》
幸
一
ｊ

］

『

■

■

四

電
一
ア

昭
和
二
十
八
年
九
月
一
日
法
律
第
二
五
八
号
に
依
り
、
町
村
合
併
促
進

法
が
制
定
公
布
さ
れ
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
三
十
日
、
旧
馬
見
原
町
、
旧

柏
村
、
旧
菅
尾
村
が
合
併
し
、
蘇
陽
町
が
誕
生
し
た
。
合
併
後
、
庁
舎
位

置
決
定
迄
、
実
に
四
年
六
ヶ
月
を
経
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
二
日
町
議
会

に
総
て
万
場
一
致
を
も
っ
て
、
本
位
置
に
決
定
さ
れ
、
全
年
五
月
三
十
一

日
起
工
し
、
全
年
九
月
四
日
竣
工
す
る
。

総
工
費
一
金
八
百
六
拾
万
円
也

建

坪

一

階

一

四

五

坪

二

階

八

○

坪

計

二

二

五

坪

敷

地

四

五

○

坪

昭

和

三

十

六

年

九

月

さ
れ
て
あ
る
。

三

三

九

所

在

地

大

字

今

役
場
玄
関
左
側
に
、
庁
舎
建
設
記
念
碑
が
、
昭
和
三
十
六
年
九
月
建
立

碑
の
一
宗
面
に

八
、
そ
の
他
の
記
念
碑

寄
贈
者
庁
舎
建
築
用
地

碑

文

~~~~~~~~~~

蘇
陽
町
長

助

役

収

入

役

建

築

委

員

町

議

会

議

長

副

議

長

旧

柏

村

村

長

小

崎

正

行

全

議

長

甲

斐

勝

己

旧

菅

尾

村

村

長

山

中

説

眞

全

議

長

田

中

進

初

代

町

長

興

梠

護

久

台
石
に

西
面
に

合
併
時
の
町
村
長
議
長

旧

馬

見

原

町

長

工

藤

保

蔵

全

議

長

本

田

清

隆

全
議
員

一
、
参
百
坪
今
村
虎
熊
殿

ﾉノ ﾉノ ﾉノ

本
田
清
隆

穴
見
重
雄

田

中

進

有

働

実

倉
岡
正
治

森
田
成
美

片
岡
正
行

興
梠
護
久

今
村
親
雄

～

型
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三

四

○

所

在

地

大

字

今

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
陸
上
自
衛
隊
の
協
力
に
よ
り
、
昭
和
五
十
二
年

七
月
に
完
工
し
た
完
成
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

基
礎
割
石
蔽
（
上
巾
一
。
二
五
、
下
巾
一
・
六
五
、
高
○
・
九
六
米
）

台
石
（
巾
一
・
四
三
、
商
○
・
二
米
）

碑
石
（
巾
○
・
九
、
商
○
・
五
四
米
）
全
高
一
。
七
○
米

町
議
会
議
員

小

屋

迫

要

渡

辺

定

光

田

中

一

幸

橋

本

今

朝

鶴

甲

斐

美

雄

米

石

保

養

田

中

案

山

子

古

川

俊

次

後

藤

定

一

施

工

者

飯

定
一飯

干

建

設

飯

干

圭

一

石

工

吉

田

義

造

甲

斐

勝

己

後

藤

続

吉

田

虎

光

増

永

舅

藤

原

一

正

佐

藤

当

’

碑

文

こ
の
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
町
民

の
健
康
増
進
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
建
設
し
た
も
の
で
あ

り
、
造
成
に
つ
い
て
は
、
高
額
な
費

用
を
要
す
る
た
め
、
陸
上
自
衛
隊
第

八
師
団
第
八
施
設
大
隊
の
部
外
工
事

と
し
て
師
団
の
御
協
力
に
よ
り
完
成

こ
こ
に
、
そ
の
功
績
を
梢
え
る
と

共
に
、
地
権
者
各
位
へ
敬
意
を
表
し

建
立
す
る
。

し
た
も
の
で
あ
る
。

収
入
役

町
議
会
議
長

副
議
長

議

員

肋
当
時
の
役
職
名

町

長

片

岡

正

行

ﾉノ

昭
和
五
十
八
年
四
月
建
立

役

玉
目
鉄
雄

有
働
一
人

森
田
成
美

藤

川

巧

本
田
万
治

古
川
俊
次

ｌ

■

■

■

■

■

■

■

■

１

１

６

■

日

日

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

●

ｌ

Ⅱ

０

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｂ

Ｖ

ｑ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

０

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

‐

・

■

，

■

Ⅲ

Ⅱ

Ｆ

Ｌ

．

。

１

１

凸

ｌ

凸

Ⅱ

ｌ

凸

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

■

Ⅱ

９

０

６

■

Ⅱ

！

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

６

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

４

Ⅱ

〃

Ⅱ

６

１

。

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ
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６

１

口

〃

ｒ

守

勺

ｄ

■

４

も

凸

Ⅱ

■

Ｇ

咄
恥
恢

ｒ
か
ロ
ト

なＩ
抄
」

ロ
ロ
ロ
・
側

、

Ｉ

〃

一

．

〃

ｌ
ｉｌ

ノ
・

・

ソ

孝

一

』

ｉ圭

一

壷

矛

伊

〃剴

憩

ｏ

ｆ

Ｌ

己

言

方

面

』

．

《

ご凸

面

挙

日

Ｉ

》
蕊7籍

記

念

碑

文

第

八

師

団

長

碑
は
自
然
石
で
、
基
礎
岩
石

（
巾
一
・
六
、
高
○
・
五
五
米
）

厚
○
・
五
六
、
高
一
・
七
五
米
）

″

田

中

一

幸

″

中

村

一

男

教

育

委

員

長

″

山

中

典

紀

教

育

長

″

興

梠

政

滉

委

員

″

後

藤

松

壽

〃

″

田

上

都

喜

雄

〃

″

工

藤

安

雄

″

有

働

利

男

第

八

師

団

長

″

後

藤

末

人

″

後

藤

綾

″

嶋

田

輝

雄

着
工
昭
和
五
十
二
年
二
月

竣

工

〃

五

十

二

年

七

月

総
面
積
四
三
、
○
○
○
平
方
米

総
事
業
費
二
一
、
四
○
○
千
円

陸

将

飯

山

茂

書

。

（
巾
三
・
八
五
、
高
○
。
六
五
米
）
台
石

碑
石
（
下
巾
○
・
六
五
、
上
巾
一
・
○

飯

山

茂

田
上
千
尋

斗
高
俊
治

興

梠

学

原
田
正
宣

西
川
幸
吉

委

員

八

名

土

地

提

供

小

崎

正

行

設

計

後

藤

義

雄

請
負
者
山
下
一
男
、
関
係
者
三
十
五
名
の
記
名
あ
り
。

三

四

一

所

在

地

大

字

柏

（

溜

渕

）

県
道
河
内
～
矢
部
線
沿
い
、
町
道
玉
目
線
入
口
三
叉
路
に
自
然
石
の
記

念
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

碑
石
に
溜
渕
公
民
館
建
築
記
念
碑

佐

藤

満

書

と

銘

記

さ

れ

て

あ

る

。

基
礎
（
高
一
・
三

二
、
巾
一
・
七
、
下

巾
二
〃
○
米
）
の
上

一
ハ
ー
ー

（

）

○
な

○・

（
巾
一
・
○
、
高
○
。

四
米
）
碑
（
高
一
・

に
、
自
然
石
の
台
石

四
、
厚
○
二
五
米
）
全
長
三
・
三
五
米
の
碑
で
あ
る
。

台
石
の
上
部
に
、
溜
渕
公
民
館
昭
和
四
十
一
年
六
月
十
八
日
落
成

顧
門
佐
藤
満
・
小
崎
正
行
↓
下
問
基
廣

建

設

委

員

長

佐

藤

當

・

副

委

員

長

小

崎

勉

鉄
骨
平
屋
建
三
十
二
坪

工
事
総
額
金
百
七
十
七
万
七
千
二
十
七
円

現
住
人
口
二
百
十
二
人
と
銘
記
あ
り

、
巾
○
・
三

零
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三

四

二

所

在

地

高
畑
部
落
入
口
三

叉
路
冶
側
に
、
全
長

五
。
一
米
の
記
念
碑

が
建
っ
て
い
る
。
阿

蘇
地
域
は
昔
よ
り
、

農
耕
及
箪
馬
と
し
て
、

馬
の
生
産
。
育
成
が

碑

文

に

経

歴

種
牡
馬
、
ノ
ー
ベ
ル
号
の
産
地
タ
ル
ャ
、
愛
知
二
生
、
大
分
東
大
分
村
池

永
豊
吉
ノ
手
ニ
ョ
リ
明
治
三
十
四
年
甲
斐
定
熊
氏
の
手
二
移
り
、
氏
ノ
愛

馬
卜
也
、
最
良
仔
ヲ
生
、
氏
亡
ス
ル
ャ
、
続
テ
、
義
弘
氏
ノ
管
理
宜
敷
得
、

馬
改
局
ヨ
リ
奨
励
金
ヲ
受
ケ
シ
コ
ト
、
十
一
回
二
及
ビ
、
之
本
郡
産
馬
改

良
ノ
元
ト
シ
テ
、
不
偉
干
時
大
正
八
年
一
月
七
日
年
廿
二
才
ニ
シ
テ
死
セ

リ
、
良
馬
ノ
長
生
シ
タ
ル
コ
ト
普
ク
賛
シ
旦
地
下
座
ス
甲
斐
氏
ノ
霊
ヲ
慰

為
諸
士
相
図
立
之

大

正

八

年

十

二

月

十

日

立

之

盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
牡
馬
ノ
ー
ベ
ル
号
は
、
甲
斐
定
熊
氏
が
大
分
県

よ
り
購
入
さ
れ
、
大
変
繁
栄
し
た
種
馬
で
あ
っ
て
、
そ
の
優
秀
を
歯
え
て
、

記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

台
石
に

大
字
高
畑
（
宮
の
下
）

三

四

三

所

在

地

大

字

上

差

尾

小
学
校
々
舎
上
の
丘
に
、
石
塔
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
台
石
切
石
三
段

（
下
石
巾
一
・
一
○
、
厚
○
・
二
米
、
中
石
巾
○
・
七
、
厚
○
・
一
三
米
、

上
石
巾
○
・
五
、
厚
○
・
二
四
米
）
の
上
に
自
然
石
（
巾
○
・
三
五
、
高

○
・
七
四
、
厚
○
・
一
二
米
）
が
建
っ
て
お
り
、
正
面
に
山
神
塔
と
あ
り
、

柏
村
長
奈
須
宗
三
郎
昭
和
十
三
年
十
二
月
吉
日
、
左
側
に
、
柏
村
大

字
上
差
尾
全
部
建
設
敷
地
六
十
坪
、
裏
面
に
「
碑
文
」
支
那
事
変
ニ

タ
イ
シ
皇
軍
ノ
戦
勝
ヲ
祈
願
シ
部
落
民
協
力
一
心
従
来
軍
人
歓
送
迎
地
一
一

山
神
塔
ヲ
奉
設
ス
。
と
あ
り
。

柏
村
長
奈
須
宗
三
郎
、
元
弘
道
会
長
、
元
村
会
議
員
興
梠
市
三
郎
、

方
面
委
員
、
村
会
議
員
興
梠
又
次
郎
、
在
郷
軍
人
分
会
長
、
村
会
議
員

穴
見
重
雄
、
区
長
興
梠
豊
喜
、
世
話
人
藤
原
品
十
、
石
工
藤
原
岩

太
郎
、
寄
附
工
藤
熊
之
十
、
外
四
十
の
銘
あ
り
。

サ

ラ

ブ

レ

ッ

ト

雑

種

種

青

毛

体

尺

五

尺

四

寸

類

明

治

出

二

年

生

特

徴

珠

目

下

波

分

左

右

一

白

と

あ

り

世
話
人
高
畑
三
名
・
高
辻
三
名
外
二
十
五
名
の
寄
附
者
名
が
あ
る
。

’

’
’
’
’
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
１
Ｉ
Ｉ
１
１
４
．
４
９
１
１
８
。
ｃ
４
ｑ
・
■
“
ｑ
“
９
６
口
Ⅱ
９
．
０
■
Ⅱ
１
１
８
０
■
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
ｆ
Ｉ
Ｂ
０
ｐ
ｉ
Ⅱ
Ⅱ
映
じ
脚
Ｆ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｒ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
■
ｏ
ｐ
９
■
０
町
利
ｆ
ｑ
Ｊ
ｉ
酢
６
』
い
Ⅱ
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第8まその他イ向〃;石等）

問
が
九
米
の
大
注
連
縄
が
か
け
ら
れ

奇
観
を
呈
し
て
い
る
。
縄
の
廻
り
、

中
心
部
は
一
米
余
り
、
こ
の
縄
に
、

七
・
五
・
三
の
房
、
飾
り
が
十
五
個

あ
り
、
長
さ
○
↓
四
米
、
廻
り
○
・

三
米
、
縄
の
総
延
長
は
三
十
米
あ
り
、

注
連
縄
の
仕
上
げ
は
氏
子
連
の
一
日

の
奉
仕
作
業
で
作
。
つ
れ
、
祭
礼
は
十

一
月
二
十
三
日
で
あ
る
。
こ
の
注
連

縄
は
、
全
国
の
国
道
上
、
唯
一
ケ
所

三

四

四

自

然

石

（

夫

婦

岩

）

所

在

地

大

字

滝

上

（

下

番

）

馬
見
原
を
流
れ
る
、
五
ヶ
瀬
川
に
架
す
、
三
河
橋
の
西
詰
に
馬
見
原
夫

婦
岩
が
あ
る
。
北
側
が
、
高
さ
五
米
ゞ
廻
り
六
米
、
南
側
が
高
さ
六
米
、

廻
り
十
米
、
道
路
面
よ
り
自
然
石
が
両
側
に
立
っ
て
い
る
。
其
の
岩
の
合

に
ま
と
め
て
登
載
し
た
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
、
次
の
通
り
列
記
し
た
。
て
い
な
い
が
、
い
が
、

各
項
目
に
、
当
て
は
ま
れ
な
い
石
造
物
及
び
自
然
石
造
関
係
を
こ
の
項
此
の
夫
婦
岩
を
祭
祀
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
は
、
そ
の
記
録
は
残
っ

第
８
編
そ
の
他
百
然
石
等
）

--，○への七
巾 ・ 巾 ’二 、塔

Q三口蛋冨曼

髄龍蓬

三

四

五

尊

徳

の

像

所

在

地

大

字

菅

尾

（

大

久

保

）

小
学
校
々
門
右
側
に
、
二
宮
尊
徳
の
像
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
時
の
農

業
委
員
会
委
員
の
方
が
、
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

基
礎
（
巾
○
・
九
五
、
厚
○
・
一
五
米
）
台
石
（
巾
○
・
六
七
、
厚
○
・

四
二
米
）

の
頃
、
住
民
の
家
内
安
全
と
農
作
物
の
豊
穣
と
、
旅
人
の
安
全
を
祈
り
、

自
然
の
奇
岩
の
美
し
さ
に
花
を
そ
え
る
か
の
よ
う
に
、
注
連
縄
を
献
し
て

祭
祀
さ
れ
て
き
た
も
の
と
、
云
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
下
を
通
る
こ
と
に
よ
り
、
家
内
安
全
と
武
運
長
久
が
祈
ら
れ
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

の
大
注
連
縄
で
あ
る
。

伝
承
に
よ
れ
ば
、
文
明
年
間
今
四
七
二

住
民
の
家
内
安
全
と
農
作
物
の
豊
穣
と
、
旅
人
（

～
一
四
八
六
）
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○
・
一
三
米
）
上
段
（
巾
○
↓
四
二
、
厚
○
・
一
米
）
の
上
に
、
高
○
・

七
五
米
の
像
が
建
て
て
あ
る
。

寄

附

者

公
民
館
の
幟
に
忠

比
須
様
の
像
が
建
立

さ
れ
て
あ
る
０
台
櫛

（
幟
一
・
○
八
、
縦

○
・
六
米
）
隙
間

（
○
・
八
、
巾
○
・

~
｜
ゞ
七
、
浮
○
・
臭
七

米

）
三

四

六

恵

比

須

神

斫

在

地

大

字

二

噸

本

（

宮

ノ

下

）

農

業

委

員

会

長

今

村

勉

農

業

副

委

員

長

甲

斐

弘

書

記

立

田

猛

と

銘

が

あ

る

。

委
員
中
村
熊
彦
、
興
梠
辰
熊
、
後
藤
浅
市

藤
屋
義
兼
、
宇
都
宮
三
男
、
倉
岡
時
男

大

原

亀

、

多

津

田

勅

、

田

中

勝

山

村

久

喜

、

興

梠

幸

森

三

四

七

血

盛

の

墓

所

在

地

大

字

二

瀬

本

（

宮

ノ

下

）

小
学
校
入
口
右
側
畑
に
、
無
名
（
縦
○
・
四
、
横
○
・
二
米
）
の
、
然

石
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
地
は
、
天
正
卜
四
年
正
月
う
五
八
六
）
島
津
、

高
千
穂
軍
勢
、
高
森
城
攻
略
の
途
次
、
柏
城
も
攻
略
し
た
当
日
城
主
柏
民

部
大
輔
は
浜
の
館
に
あ
り
て
此
の
報
を
き
き
急
ぎ
帰
城
す
る
に
戦
死
者
は

此
の
神
は
小
屋
迫
家
の
守
護
神
と
し
て
古
く
か
ら
尊
崇
せ
ら
れ
、
渕
野

家
清
酒
（
舂
海
）
醸
造
当
時
は
、
商
売
繁
昌
の
神
と
し
て
崇
敬
せ
ら
れ
、

現
在
は
十
月
二
十
日
、
二
瀬
本
名
店
会
全
員
大
神
大
祭
を
徒
い
、
角
力
等

も
催
さ
れ
、
式
典
も
盛
大
を
き
わ
め
て
い
る
。

多
数
に
及
び
城
下
は
血
の
海
と
化
し
、
激
戦
の
跡
生
々
し
く
死
骸
は
、
城

下
牛
込
に
埋
葬
し
、
千
人
塚
と
名
づ
け
、
宮
の
下
激
戦
地
を
血
感
と
名
づ

け
現
在
に
至
る
ま
で
香
煙
の
立
ち
の
ぼ
り
を
見
る
。

三

四

八

鬼

の

門

（

自

然

石

）

所

在

地

大

字

高

畑

部
落
内
の
町
道
を
進
む
と
、
通
称
「
鬼
の
岩
門
」
と
云
わ
れ
、
大
き
な

自
然
石
が
両
側
に
た
っ
て
お
り
、
將
に
「
鬼
の
岩
門
」
の
表
現
に
合
っ
て

い
る
所
で
、
右
側
の
岩
石
の
高
七
・
○
、
周
一
○
・
○
米
、
左
側
高
六
・

○
、
周
一
○
・
○
米
あ
っ
て
奇
岩
を
呈
し
、
丁
度
門
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ｌ
Ｉ
１
ｌ
１
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
０
１
９
１
Ⅱ
１
日
Ｉ
Ⅱ
１
１
１
１
■
９
１
１
１
凸
ｌ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
３
４
ｆ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
寺
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多ノノ他「 I'1鋒イi'駒~蕊8繕

る
と
こ
ろ
か
、
っ
昔
か
ら
村
人
は
「
鬼

の
岩
門
」
と
呼
ば
れ
、
今
に
も
鬼
が

出
そ
う
な
断
崖
上
に
稚
え
て
い
る
。

呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ

そ
り
立
つ
岸
壁
の
中
程
に
畳
三
枚
位

の
広
さ
の
洞
窟
か
あ
る
。
出
入
口
の

横
の
岩
に
約
○
↓
七
米
の
円
型
の
穴

か
穿
か
れ
こ
れ
よ
り
遠
望
が
出
来
る
。

色
々
と
伝
説
は
あ
る
か
、
一
説
で
ば

三
四
九
鬼
の
岩
屋
（
自
然
逼

所

在

地

大

字

高

畑

鬼
の
門
よ
り
東
北
方
の
谷
向
う
の

対
崖
の
中
腹
に
（
徒
歩
約
二
○
分
）

通
称
鬼
の
岩
屋
、
又
鬼
の
味
曽
倉
と

蕊
爵

剴

蝋

三

五

○

岩

風

呂

（

自

然

石

）

所

在

地

大

字

高

畑

（

轌

鬼
の
岩
屋
よ
り
約
七
、
八
百
米
程

行
っ
た
地
点
（
川
走
川
支
流
の
上
部
）

の
急
傾
斜
を
下
っ
た
、
杉
、
竹
山
の

山
腹
に
、
岩
盤
状
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、

こ
こ
に
昔
か
ら
岩
風
呂
の
跡
と
云
わ

れ
る
所
が
あ
る
。
間
口
（
縦
○
・
七
、

横
○
・
四
五
米
）
奥
行
、
約
一
二

五
、
横
巾
一
・
一
米
の
大
き
さ
で
あ

（
湯

こ
の
対
崖
上
に
昔
高
畑
城
あ
り
て
、
こ
の
岩
穴
よ
り
監
視
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
詳
か
で
な
い
。
又
昔
鬼
の
釜
と
呼
ば
れ
た
と
こ

ろ
も
近
く
に
あ
っ
た
が
、
今
は
釜
の
岩
跡
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

の
元
）

平面

('刑&き穴1．0×0.7）

~:1州.~、
3．60

、

「
！

0．5
1．65

引k 5.75
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E

l

h

六
百
米
程
下
っ
た
右
側
に
、
川
床
の
一
部
で
あ
る
岩
盤
に
大
き
な
穴
が
三

ヶ
所
目
に
つ
く
二
番
下
は
、
洪
水
等
の
為
か
、
土
砂
に
埋
ま
っ
て
い

③
大
字
今
字
風
呂
の
上
と
云
う
と
こ
ろ
に
も
岩
風
呂
と
し
て
使
用
さ
れ

た
と
云
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

で
、
此
の
附
近
を
「
湯
の
元
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

②
大
字
長
崎
の
下
長
崎
地
区
五
ヶ
瀬
川
沿
い
に

と
呼
ば
れ
て
い
る

三

五

二

川

風

呂

（

自

然

石

）

所

在

地

大

字

橘

（

椛

山

）

部
落
よ
り
約
五
・
六
百
米
下
る
と
川
走
川
に
出
る
。
下
流
に
沿
っ
て
約

三

五

一

川

風

呂

（

自

然

石

）

ろ

と

云

わ

れ

て

い

る

噂

所

在

地

大

字

高

畑

（

湯

の

元

）

（

川

風

呂

は

、

川

原

で

川

石

を

数

岩
風
呂
地
点
よ
り
約
五
十
米
下
る
と
、
川
走
川
支
流
の
小
川
に
出
る
。
十
個
焼
い
て
、
こ
れ
を
投
入
し
温
水

逆
る
こ
と
約
七
十
米
程
の
地
点
右
側
に
良
質
の
湧
水
地
点
が
数
ヶ
所
あ
り
化
し
て
入
浴
し
て
い
た
と
云
わ
れ
て

此
の
岸
壁
に
数
ヶ
所
の
横
穴
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
（
洪
水
や
凍
害
等
で
大
分
い
る
）

破

損

し

て

き

て

い

る

）

形

状

、

大

き

さ

は

次

の

通

り

で

あ

昔
、
川
風
呂
（
岩
風
呂
）
と
し
て
使
用
さ
れ
た
跡
と
云
わ
れ
る
と
こ
ろ
る
。

り
、
昔
、
蒸
し
風
呂
と
し
て
使
用
さ
れ
た
所
と
云
わ
れ
て
い
る
。
此
の
附
る
）
・
湯
壺
は
天
然
の
穴
に
一
部
人
工

近

を

「

湯

の

元

」

と

呼

ば

れ

て

い

る

。

が

加

え

ら

れ

た

も

の

と

思

わ

れ

る

が

が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が

上

流

よ

り

と
こ
ろ
に
明
治
の
末
期
ま
で
使
用
さ
れ
た
川
風
呂
（
岩
風
呂
）
が
あ
る
。

。
じ

ゃ

ぶ

ち

「
蛇
渕
」
と
呼
ば
れ
る

/妬 I|

、

昔
時
川
風
呂
と
し
て
使
わ
れ
た
と
こ

ろ
と
云
わ
れ
て
い
る
。

2妬

誉 3．50

2，1(）

3/妬

2.0

3~4(）

山
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
ｌ
‐
Ｉ
Ⅱ
０
１
Ⅱ
１
０
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
“
１
．
．

‐
‐
〉
睦
睦
酔
一
酔
】
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第8鶉その他（自然石等）

部
落
の
中
に
妙
見
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
に
自
然
石
の
碑
が
二
体
あ

る
。
右
側
（
下
巾
Ｃ
・
二
、
中
巾
○
・
二
三
、
高
Ｃ
・
五
五
米
）
無
名
左

側
（
巾
○
・
三
四
、
高
○
・
四
五
米
）
無
名
詳
し
く
は
不
明
で
あ
る
。

こ
こ
の
右
下
に
二
十
年
程
前
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
水
源
池
が
あ
る
が
、

水
道
施
設
に
よ
り
今
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

三
五
三
自
然
石
（
そ
の
他
）

所

在

地

大

字

長

崎

（

下

長

崎

）

三

五

五

手

洗

石

所

在

地

大

字

滝

上

一

士

戸

）

圓
福
寺
境
内
横
に
手
洗
石
が
あ
る
。
奉
寄
進
嘉
永
七
年
二
八
五
四
）

黄
七
月
。
当
村
新
吉
と
刻
み
あ
り
、
自
然
石
（
○
・
三
九
、
○
・
三
四
、

二
、
高
○
・
三
一
、
厚
○
・
三
一
壷

明
治
十
八
年
九
月
廿
日
と
銘
あ
り
。

お
堂
前
に
手
洗
石
が
あ
る
。
基
礎
（
横
○
・
七
八
、
高
○
・
三
八
、
縦

Ｃ
・
五
米
）
台
石
（
巾
○
・
四
三
、
厚
○
・
一
五
米
）
洗
石
（
巾
○
・
三

二
、
高
○
・
三
一
、
厚
○
・
三
二
米
）
阿
蘇
郡
人
見
口
村
阿
浪
万
之
十
、

扇
を
陸
げ
た
末
膜
が
り
の
め
で
た
い
形
で
、
扇
の
中
央
に
桐
の
紋
章
が

あ
り
偉
厳
を
感
ず
る
。

三

五

四

手

洗

石

所

在

恥

大
字
大
見
口

’
○
・
三
、
○
・
二
六
、
Ｃ
・
二
五
米
）
の
五
尭
形
で
高
Ｃ
・
四
五
米
の
も

の
で
あ
る
。

三

五

六

手

洗

石

所

在

地

大

字

高

辻

薬
師
堂
の
前
に
、
相
当
の
時
代
を
経
た
と
思
わ
れ
る
千
洗
石
が
あ
る
。

高
○
・
四
一
、
巾
○
・
四
、
子
浅
口
深
○
・
一
六
、
円
径
○
？
三
米
の
も

の
で
年
号
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
奉
寄
進
口
口
末
八
月
日
、
駄
原
村

門
治
の
銘
が
あ
る
。

参

考

及

引

用

文

献

肥
後
国
誌
、
肥
後
請
史
総
覧
、
国
郡
一
統
史
、
日
本
史
、
阿
蘇
郡
誌
、

県
文
化
財
資
料
、
熊
本
呉
文
化
財
ハ
、
~
ノ
ド
ブ
ッ
ク
、
梵
字
手
帖
、
仏
像

案
内
、
菅
尾
手
永
史
、
上
藤
家
八
田
家
古
文
書
、
高
森
町
当
料
、
史
料

阿
蘇
、
国
史
研
究
年
表
ほ
か
を
引
用
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
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